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平成２９年度第１回 芦屋市要支援児童等教育支援委員会 会議要旨 
日 時 平成２９年６月８日（木）１３：３０～１４：３０ 

場 所 北館４階 教育委員会室 

出 席 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欠席委員 

委 員 長  河盛 重造（芦屋市医師会） 

委  員  河井 悦子（三田谷治療教育院三田谷学園施設長） 

河村有紀彦（兵庫県立芦屋特別支援学校長） 

      本間 慶一（芦屋市福祉部障害福祉課長） 

      近田  真（芦屋市こども・健康部健康課長） 

      山中 朱美（芦屋市立宮川幼稚園長） 

      秋本 孝幸（芦屋市立山手中学校教頭） 

瀧ノ内秀都（芦屋市立潮見小学校教諭）       

事 務 局  福岡 憲助（芦屋市教育長） 

      北尾 文孝（芦屋市教育委員会学校教育部長） 

      俵原 正仁（芦屋市教育委員会学校教育部主幹） 

      中塚 景子（芦屋市教育委員会学校教育部主幹） 

      森  洋樹（芦屋市教育委員会学校教育課指導主事） 

副委員長  長谷川栄子（芦屋市立潮見小学校長） 

委  員  寺内 嘉一（芦屋市医師会） 

      伊藤 浩一（芦屋市こども・健康部子育て推進課長） 
事 務 局 芦屋市教育委員会学校教育課 

会議の公開        ■ 非公開     

傍 聴 者 数 審議の内容に個人情報が含まれているため，非公開とする。 

 

１ 会議次第 

(1) 委嘱状交付式 

 (2) 正副委員長選出 

(3) 教育委員会からの諮問 

(4) 審議 

  ① 報告事項 

平成２８年度 就学指導の結果について 

② 協議事項 

   ア 専門部の設置について 

    ・専門部員の指名について 

    ・専門部への付託事項について 

イ 芦屋市要支援児童教育支援委員会の流れについて 

 ・新就学予定幼児児童の就学に関すること 

 ・就学後の児童生徒の追跡調査に関すること 

 ・要支援児童等の教育支援に関すること 

ウ 調査書式について 

 (5) その他 

 

２ 審議経過 

(1)  平成２８年度芦屋市要支援児童等教育支援委員会の審議結果に基づく，今年度入学児

童生徒の就学先等について，事務局から報告を行った。 
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(2) 専門部の設置について，次の点に関して協議を行った。 

  ① 専門部員の指名について 

  ② 専門部への付託事項について 

 

(3) 要支援児童等教育支援の流れについて，次の点に関して協議を行った。 

① 平成２９年度入学児童・生徒の追跡調査について 

② 平成３０年度 就学予定児童生徒の実態調査について 

③ その他の要支援児童等の教育支援に関する実態調査について 

④ 調査書式について 

 

（4）今年度上記（１）（２）（３）について事務局提案を承認 

 

 [主な質疑・意見] 

(1) 平成２９年度に入学した児童・生徒の様子はどうか 

 ・現在学校教育課，特別支援教育センターで各学校園を訪問して様子を見に行っている 

が，概ね良いスタートが切れている。 

 (2) 昨年度，この会で協議した小学１年生は１１人だが，５０人弱の相談があった。この 

会に名前があがらない子どもが，小学校の通常学級に在籍していることを忘れてはい 

けない。 

  ・学校への調査でも，支援が必要な児童生徒の数は増えている。各校に１名配置してい    

   る特別支援教育支援員による支援や，学校生活支援教員の通級指導を活用しながら， 

通常学級の中で配慮を要する児童生徒の支援を行っていく。 

 (3) 公立幼稚園以外の就学前施設からも連絡を密に取り，就学予定児童の情報を共有して 

いかなくてはならない。 

  ・各就学前施設には丁寧に説明を行っていく。 

(4) 保護者も，早めの支援を望む方が多くなっている。 

      

                     以 上 


